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第３回「メディアに関する全国世論調査」（2010年）
結果の概要

公益財団法人新聞通信調査会（理事長 長谷川 和明）は、2010年10月に「第３回メディアに関
する全国世論調査（2010年）」を実施しました。調査方法は、住民基本台帳から無作為に選んだ
全国の18歳以上の5,000人を対象とした訪問留置法で、3,459人から回答を得ました。この調査は、
メディアの問題点や評価、信頼度などを客観的で信頼の高い統計手法を用いて調査し、クロス・
メディア時代における新聞の在り方を考えるデータを提供することを目的としたもので、2008
年12月の第１回、2009年9月の第２回に引き続き、第３回目の実施となります。調査結果の概
要は以下の通りです。

1.新聞やその他メディアに対する信頼
―新聞の情報信頼度72.0点で昨年度より1.1ポ
イント回復。政治・経済・社会記事を「信頼して
いる」８割以上。
　本調査の主要なテーマの一つが、新聞やその
他のメディア（テレビやインターネット等）が提
供する情報に対する人びとの信頼の比較である。
まず、各メディアの情報をどの程度信頼してい
るかを、全面的に信頼している場合は100点、
全く信頼をしていない場合は０点、普通の場合
は50点として、点数を記入してもらったところ、
「新聞」の平均点が72.0点で昨年度調査より1.1
ポイント増加したことが分かった。「ＮＨＫテレ
ビ」は73.5点（昨年度73.5点）、「民放テレビ」が
65.3点（昨年度63.6点）、「インターネット」は
58.0点（昨年度58.2点）という結果で、「ＮＨＫ
テレビ」と「新聞」が並んで信頼感が高いという
３年間変わらない傾向の中、「新聞」の信頼感が
昨年度より若干回復している。（図表1）
　今回調査からの新規設問として、新聞の主
要な報道分野それぞれについて信頼しているか

質問した。その結果、いずれの分野についても
８割前後の人が「信頼している」（「非常に信頼
している」「ある程度信頼している」）と回答し
た。「社会に関する報道」への「信頼している」回
答が85.3％で最も多く、「経済に関する報道」は
83.9％、「政治に関する報道」は81.8％であった。
新聞に寄せられている信頼は、特定の分野に偏っ
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図表１　各メディアの情報信頼度（n=3,459）
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たものではなく、報道分野を問わず全体的に信
頼度が高いことが分かった。（図表2）
 
2.各メディアの印象
―「情報源として欠かせないメディア」、新聞が
１位を維持。
　新聞とテレビ（ＮＨＫと民放）、インターネッ
トの各メディアについてどのような印象を持っ
ているかを質問したところ、「情報源として欠
かせないメディア」として56.0％の人が新聞を
挙げ、昨年度に引き続きトップとなった。また、
「情報が役に立つ」「情報の量が多い」でも１位と
なり、新聞はメディアとしての有用性が高く評
価されていることが分かった。「情報が信頼でき
る」「社会的影響力がある」ではＮＨＫテレビが、
「情報が面白い・楽しい」「手軽に見聞きできる」
「情報がわかりやすい」では民放テレビが１位と
なり、役に立つ「新聞」、信頼の「ＮＨＫテレビ」、
面白い「民放テレビ」といった各メディアの印象
の違いが鮮明になっている。
　また、「情報源として欠かせない」「社会的影

響力がある」メディアとしてインターネットを挙
げる人の割合が、昨年度より増加しており、新聞、
テレビへの高評価は揺らいでいないが、インター
ネットの重要性も人々の間で高まってきている
様子が伺える。（図表3）

3.生活の中の新聞
―朝刊を「毎日読む」全国民の62％、一日の平均
閲読時間は27.4分。
　人びとの新聞との接し方（読み方）も本調査の
重要なテーマの一つである。特定のメディアの
ユーザーや特定の年代に偏らないサンプルから
得た新聞の閲読頻度等のデータは、新聞の読ま
れ方のこれからを考える上で有益なものであり、
今後も継続して調査を行っていきたい。
　新聞の閲読頻度を聞いたところ、朝刊を「毎日」
読んでいる人は61.8％、週に１日以上読んでい
る人の合計が79.6％であり、人々の生活習慣に
朝刊が深く根付いている様子が分かる。しかし、
朝刊を「読まない」と回答した人も16.5％（朝刊
も夕刊も「読まない」人は16.3％）おり、６人に

図表２　新聞の報道分野別信頼度（n=3,459）

１位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位
情報源として
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新聞 民放テレビ ＮＨＫテレビ インターネット ラジオ 雑誌
56.0%(57.8%) 50.0%(50.4%) 47.6%(47.7%) 34.1%(29.0%) 12.9%(12.1%)  7.9%( 7.6%)

情報が役に立つ 新聞 民放テレビ ＮＨＫテレビ インターネット 雑誌 ラジオ
54.7%(54.8%) 47.0%(46.1%) 45.4%(44.3%) 32.7%(28.9%) 12.6%(12.0%) 12.1%(11.7%)

情報の量が多い 新聞 民放テレビ インターネット ＮＨＫテレビ 雑誌 ラジオ
44.6%(48.0%) 39.8%(41.7%) 35.2%(27.2%) 28.5%(29.3%)  7.5%( 7.3%)  5.4%( 4.8%)

情報が
信頼できる

ＮＨＫテレビ 新聞 民放テレビ インターネット ラジオ 雑誌
69.0%(71.1%) 63.8%(62.1%) 36.5%(30.9%) 16.3%(13.0%) 15.6%(13.7%)  3.2%( 2.5%)

社会的影響力
がある

ＮＨＫテレビ 民放テレビ 新聞 インターネット ラジオ 雑誌
61.5%(60.5%) 57.3%(60.0%) 56.7%(59.4%) 30.8%(26.2%) 10.1%(11.5%)  8.4%(10.0%)

情報が面白い・
楽しい

民放テレビ インターネット 雑誌 新聞 ＮＨＫテレビ ラジオ
69.7%(70.1%) 31.9%(25.5%) 23.8%(22.4%) 20.3%(20.2%) 19.1%(17.9%) 12.7%(12.4%)

手軽に見聞き
できる

民放テレビ 新聞 インターネット ＮＨＫテレビ ラジオ 雑誌
59.5%(62.1%) 49.6%(51.5%) 40.5%(35.6%) 39.6%(40.0%) 17.6%(17.3%) 11.9%(11.5%)

情報がわかり
やすい

民放テレビ ＮＨＫテレビ 新聞 インターネット 雑誌 ラジオ
56.2%(55.6%) 48.7%(48.2%) 42.8%(44.1%) 22.1%(19.1%)  6.4%( 6.0%) 10.2%( 9.5%)

注：(  ) 内は昨年度調査の数値

図表３　各メディアの印象（n=3,459、複数回答）
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１人は新聞とまったく接触していないことも明
らかとなった。また、新聞の閲読頻度は、年齢
による違いが大きく、「毎日」読んでいる人は年
代が上がるほど増加し、50代では７割台、60代
以上では８割を超えている。一方、20代では「毎
日」読んでいる人は22.1％で、30代でも36.9％
にとどまった。（図表4、図表5）

　新聞を読んでいる人に、新聞を読む理由を聞
いたところ、「新聞を読むのが習慣になっている」
（55.3％）を挙げる人が半数強と最も多く、新聞
を読むことが生活の一部となっていることが伺
える。次いで、「新聞で世間の動きがだいたいわ
かる」（46.8％）、「新聞は自分が好きなときに読
める」（45.0％）を挙げる人が多かった。（図表6）
　新聞を全く読んでいない人に、読まない理由
を聞いたところ、「テレビやインターネットなど
他の情報で十分だから」（64.1％）を挙げる人が
６割を超え、最も多かった。次いで、「新聞を取っ
ていないから」（45.5％）、「新聞は高いから（お
金がかかるから）」（30.4％）の順になっている。
新聞以外のメディアへの接触が新聞離れの大き
な要因となっていることが伺える。（図表7）

　今回調査からの新規設問として、新聞を読む
場所（時間帯）を質問した。朝刊を読む場所は、
「自宅（午前中）」が72.5％、「自宅（夕方以降）」が
33.2％で、「自宅」を挙げた人が９割以上となり、
「職場・学校」が12.2％であった。夕刊を読む場
所については、そもそも「夕刊を読まない」と答
えた55.8％を除くと、ほとんどの人が「自宅（夕
方以降）」と回答している。朝刊、夕刊ともに読
む場所は自宅が主流のようだ。（図表8）
　新聞を読んでいる人に、どのくらい時間をか
けて新聞を読んでいるか聞いたところ、1日平均
が27.4分であった。年代別に見ると、平均時間
は60代以上では30分を超えているが、30代で

図表４　新聞（朝刊）の閲読頻度（n=3,459）

図表５　新聞（朝刊）の閲読頻度（性・年代別）（n=3,459）
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図表７　新聞を読まない理由（n=563　新聞を読んでいない
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は16.6分と10分台に減少、20代14.6分、18～
19歳10.0分と年代が下がるほど短くなっており、
若い年代での新聞離れが見てとれる。昨年度調
査と比較すると、平均時間は60代以下のいずれ
の年代でも短くなっていて、最も短くなった30
代では2.5分短縮していた。（図表9）
　新聞の各記事について、どの程度よく読んで
いるか聞いたところ、「必ず読む」と答えた人が
もっとも多かったのが「テレビ・ラジオ欄」で、「地
元に関する記事」、「社会に関する記事」がそれに

続き、身近な事柄に関する記事がよく読まれて
いることが分かった。新聞は身近な情報を得る
ために特に活用されており、生活に密着したメ
ディアであると言える。（図表10）

　今日の新聞について、全般的な満足度を聞い
たところ「満足」と答えた人は全体の62.8％、「不
満」と答えた人は6.2％、「どちらともいえない」
が29.5％であった。記事の分野ごとに満足度を
聞いてみると、満足度が高かった順に、「テレビ・
ラジオ欄」（満足層が69.7％）、「地元に関する記事」
（同54.8％）、「社会に関する記事」（同53.9％）の
順となっている。この結果は図表10の「よく読
む新聞記事」の順位と似通っており、満足度が高
い記事ほどよく読む傾向にあるようだ。しかし、
相対的に満足度が低い記事分野についても、「不
満」というはっきりした意見が多いわけではなく、
「どちらともいえない」「ほとんど読まない」といっ
た答えの方が多かった。（図表11）

4.新聞報道への意見
―報道姿勢を評価する声が増、政治に対する態
度への評価も改善。
　新聞の報道姿勢について質問したところ、新聞

図表８　新聞を読む場所（n=2,885　新聞を読んでいる人に、
　　　　複数回答）

図表９　新聞の閲読時間（性・年代別）（n=2,885　新聞を読ん
　　　　でいる人に）

図表10　よく読む新聞記事（n=2,885　新聞を読んでいる人に）
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図表11　新聞全般と新聞記事の満足度（n=3,459）
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28.0

29.0

31.2

28.4

9.1

7.3

5.0

3.1

3.7

6.7

7.7

12.6

10.2

11.1

8.8

-

1.8

2.1

5.6

7.8

14.4

19.7

5.4

3.5

-

0.9

-

1.5

1.6

6.9

11.6

0.8

1.2

5.0

0.4

1.3

0.2

0.5

1.6

1.3

総数

男性

女性

18～19歳

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

11.5 20.1 18.6 26.2 8.2 9.9 4.4 1.0

10.4

12.6

50.0

33.8

25.4

13.2

7.5

2.4

3.8

18.3

21.8

30.0

34.2

27.5

21.3

22.8

13.2

12.7

16.8

20.3

5.0

13.8

21.1

23.4

23.1

17.7

12.3

28.1

24.5

5.0

12.0

18.7

28.0

29.0

31.2

28.4

9.1

7.3

5.0

3.1

3.7

6.7

7.7

12.6

10.2

11.1

8.8

-

1.8

2.1

5.6

7.8

14.4

19.7

5.4

3.5

-

0.9

-

1.5

1.6

6.9

11.6

0.8

1.2

5.0

0.4

1.3

0.2

0.5

1.6

1.3

総数

男性

女性

18～19歳

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

(%)
11.5 20.1 18.6 26.2 8.2 9.9 4.4 1.0

数分 10分くらい 20分くらい 30分くらい 40分くらい
１時間くらい １時間半以上 無回答

27.4 

29.3 

25.5 

10.0 

14.6 

16.6 

23.3 

25.2 

34.3 

38.8 

27.2 

28.9 

25.6 

10.5 

15.3 

19.1 

22.1 

26.3 

35.0 

37.9 

平均時間(分）
今回 昨年

72.5

17.3

33.2

2.6

12.2

0.6

2.0

0.4

0.3

(%)
自宅（午前中）

自宅（午後）

自宅（夕方以降）

移動中（電車・バスなど）

職場・学校

図書館

その他

朝刊は読まない

無回答

自宅（午前中）

自宅（午後）

自宅（夕方以降）

移動中（電車・バスなど）

職場・学校

図書館

その他

夕刊は読まない

無回答

2.9

4.7

27.5

0.5

3.0

0.1

0.7

55.8

8.2

【朝刊】

【夕刊】
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をプラスに評価する回答が昨年度よりも増加した
ことが分かった。「新聞で多種多様な情報を知る
ことができる」という意見への肯定層の割合（「そ
う思う」「どちらかといえばそう思う」）が73.6％
と前回比で4.9ポイント増、「新聞に書いてある情
報は正しい」への肯定層が67.8％で5.1ポイント
増、「新聞には社会を導いていく力がある」への
肯定層が53.2％で3.7ポイント増となっている。
　他方、「新聞は報道される人のプライバシーや
人権に気を配っている」と「新聞は社会的弱者に
目を向けている」については、否定層の割合（「ど
ちらかといえばそう思わない」「そう思わない」）
がそれぞれ14.3％、18.2％を占め、新聞の報道
倫理に対しては比較的厳しい目が向けられてい
る。（図表12）

　つづいて、新聞と政治の関係について意見を
聞いた。昨年度調査の結果と比較すると、図表
12の「新聞の報道姿勢への意見」と同様、ほとん
どの質問項目について、若干の改善が見られた。
「新聞は政治や社会の不正を追及している」への
肯定層（「そう思う」「どちらかといえばそう思
う」）が44.7％と3.2ポイント増、「新聞は政治に
対して客観的な視点で報道している」への肯定層
が41.0％で4.6ポイント増、「新聞は政府を監視
する役割を果たしている」への肯定層が32.4％で
3.2ポイント増と、政治を監視するというジャー
ナリズムとしての重要な役割に関して新聞の評
価が若干ではあるが高まっている。（図表13）

 5.インターネットによるニュースの閲覧
―インターネットニュース「毎日見る」全年代で
26％、20代では54％。よく見る記事は「スポー
ツ・芸能」73％。
　近年普及が著しいインターネットニュースに
ついても、本調査では接触状況や信頼度などを
聞いている。
　パソコンや携帯電話を使ってインターネッ
トニュースを見ているか質問したところ、「見
る」と答えた人は全体の57.1％、「毎日見る」は
25.5％であった。年代別に見ると、インター
ネットニュースを「見る」という回答は60代では
33.7％、70代以上では12.7％にとどまるが、20
代では54.3％、30代では46.3％が「毎日見る」と
回答している。新聞の朝刊を「毎日読む」と答え
た人の割合が、20代で22.1％、30代で36.9％
であったことを考えると、20代と30代では新聞
よりインターネットニュースの方が接触頻度が
高いということになる。（図表14）

図表12　新聞の報道姿勢への意見（n=3,459）
(%)

肯定層 どちらともいえない 無回答 否定層

73.6 
68.7 

67.8 
62.7 

56.0 
53.2 

53.2 
49.5 

43.5 
47.8 

39.7 
40.5 

35.7 
38.1 

20.4 
18.4 

18.8 
23.2 

27.0 
31.4 

34.9 
38.2 

36.6 
39.6 

45.2 
43.0 

44.5 
43.6 

52.8 
51.7 

58.9 
60.1 

1.9 
1.4 

1.0 
0.5 

1.4 
0.7 

1.4 
0.9 

1.6 
0.9 

1.6 
0.8 

2.9 
1.9 

2.4 
1.4 

5.7 
6.8 

4.2 
5.4 

7.8 
7.9 

8.8 
9.9 

9.7 
8.3 

14.3 
15.1 

8.5 
8.3 

18.2 
20.1 

73.6 
68.7 

67.8 
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56.0 
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49.5 

43.5 
47.8 
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43.0 
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0.7 
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0.9 
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0.8 
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1.9 

2.4 
1.4 

5.7 
6.8 

4.2 
5.4 

7.8 
7.9 

8.8 
9.9 

9.7 
8.3 

14.3 
15.1 

8.5 
8.3 

18.2 
20.1 

新聞で多種多様な情報を
知ることができる

新聞に書いてある情報は
正しい

新聞は他のメディアより
責任感をもって
情報発信している

新聞には社会を
導いていく力がある

新聞は自分達の
都合の悪いことは
書きたがらない
新聞は報道される人の
プライバシーや人権に
気を配っている

新聞は、世論に
おもねる風潮がある

新聞は社会的弱者に
目を向けている

注：上段は本年度調査の数値
　　下段は昨年度調査の数値

肯定層 どちらともいえない 無回答 否定層

注：上段は本年度調査の数値
　　下段は昨年度調査の数値

(%)

44.7 
41.5 

41.0 
36.4 

39.3 
39.7 

34.5 
36.4 

32.4 
29.2 

26.7 
25.7 

24.6 
22.2 

12.3 
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43.1 
43.9 
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46.7 

47.1 
46.4 

44.3 
41.2 
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47.0 
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50.6 

56.6 
57.9 
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43.3 

0.7 

1.9 
1.0 

2.0 
1.0 

1.8 
1.2 

1.8 
1.6 

1.4 
0.8 

1.9 
1.1 

1.7 
1.1 

10.9 
13.9 

12.7 
15.9 

11.6 
12.8 

19.3 
21.1 

19.0 
22.1 

20.7 
23.0 

16.9 
18.8 

40.9 
43.3 

新聞は政治や社会の
不正を追及している

新聞は政治に対して
客観的な視点で
報道している

ある新聞の政治への
批判的記事に他の新聞も
追随する傾向がある
新聞は、国民の声を
政治に反映させるのに
役立っている

新聞は政府を監視する
役割を果たしている

新聞は主張の異なる
政党の主張を
公平に扱っている

新聞は政治家と
適切な距離を保っている

新聞は政治家について
知っていることを
すべて報道している

44.7 
41.5 

41.0 
36.4 

39.3 
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34.5 
36.4 

32.4 
29.2 

26.7 
25.7 

24.6 
22.2 
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12.3 

43.1 
43.9 
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46.7 

47.1 
46.4 
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41.2 

46.8 
47.0 
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45.1 
43.3 

0.7 
1.41.4

1.9 
1.0 

2.0 
1.0 

1.8 
1.2 

1.8 
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1.4 
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1.9 
1.1 

1.7 
1.1 
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19.0 
22.1 

20.7 
23.0 

16.9 
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40.9 
43.3 

図表13　新聞と政治についての意見（n=3,459）

図表14　インターネットニュースの閲覧状況（性・年代別）
　　　　 （n=3,459）
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代
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代
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 　よく見るインターネットニュースの記事を質
問したところ、「スポーツ・芸能に関する記事」
が72.9％と最も多く、次いで「社会に関する記事」
（51.2％）を挙げる人が約半数であった。図示し
ていないが、この結果は年代別に見ても大きな
違いが見られなかった。（図表15）
　インターネットニュースを見るサイトについて
質問したところ、Yahoo !、Googleなどのポータ
ルサイトを挙げた人が85.3％に対し、新聞社・通
信社の公式サイトを挙げた人は24.6％であり、お
もにポータルサイト上でスポーツ・芸能や事件等
に関するニュースのヘッドラインを手早く閲覧す
るというのが、インターネットニュースとの接し
方の主流となっている様子が伺える。（図表16）
　インターネットによる報道に対する意見とし
て、分野ごとにインターネットによる報道の信
頼感を聞いたところ、政治、経済、社会といっ
た主要な報道分野に加えていずれの分野につい
ても「信頼している」（「非常に信頼している」「あ

る程度信頼している」）が50％台にとどまるとい
う結果となった。（図表17）

　また、インターネットの普及が新聞に及ぼす影
響についても質問を行った。将来の新聞につい
て、「インターネットなどの普及により新聞の役
割が少なくなってくる（新聞の役割が少なくなっ
てくる）」と「今までどおり、新聞が報道に果たす
役割は大きい（新聞の果たす役割は大きい）」とい
う二つの意見のどちらに賛成するか聞いた結果が
図表18である。総数を見ると、「新聞の果たす
役割は大きい」への賛成が43.7％と、「新聞の役
割が少なくなってくる」の38.7％を上回っている。
しかし、若い世代ほど「新聞の役割が少なくなっ

図表15　インターネットニュースでよく読む記事
（n=1,975　インターネットニュースを見る人に、複数回答）

図表16　インターネットニュースを見るサイト
（n=1,975　インターネットニュースを見る人に、複数回答）

72.9 

51.2 

38.4 

37.2 

36.7 

26.2 

22.1 

20.8 

12.5 

3.9 

1.0 

(%)
スポーツ・芸能に
関する記事

社会に関する記事

政治に関する記事

生活・健康に
関する記事

経済に関する記事

国際情勢に関する
記事

地元に関する記事

文化に関する記事

ニュース解説

その他

無回答

(%)

85.3

24.6

9.1

5.2

1.6

ポータルサイト
(Yahoo！、Google など)

新聞社・通信社の
公式サイト

テレビ放送局の
公式サイト

その他

無回答

図表17　インターネットニュースの報道分野別信頼度
　　　　（n=3,459）

(%)
政治に関する
報道
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報道
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ニュース解説

信頼層
51.4 
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54.1 
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55.9 

54.4 

不信層
34.1 

30.6 

31.1 

31.4 

29.5 

30.6

非常に信頼
している

ある程度信頼
している

無回答 あまり信頼
していない

まったく信頼
していない

2.6

3.0
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4.5
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27.0

27.6

27.8

24.8

26.7

4.0
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27.0

27.6
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24.8
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4.0
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3.7
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4.0

図表18　将来の新聞についての意見（性・年代別）（n=3,459）
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注：上段は本年度調査の数値
　　下段は昨年度調査の数値
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てくる」に賛成する割合が高くなっている。昨年
度調査と比較すると「新聞の役割が少なくなって
くる」が６ポイント増加しており、一年間で人々
の考えがかなり変化していることが明らかになっ
た。なお、「新聞の役割が少なくなってくる」の増
加傾向はすべての年代で生じている（図表18）
　以上から、現状ではインターネットの情報の
信頼度は新聞にはいま一歩及ばないものの、若
い世代を中心にインターネットでのニュース閲
覧は生活にかなり浸透してきており、将来的に
は新聞がインターネットなどの影響を受けると
いう見方も広がってきていることが分かった。

6.電子新聞の利用意向と魅力
―電子新聞「利用してみたい」、５人に1人。
　今年度調査の新規トピックとして、インター
ネットに接続したパソコンや携帯電話、新製品
の発売が話題を呼んだ電子書籍端末・タブレッ
ト端末等を用いて紙媒体の新聞と同じ内容の新
聞記事を読むことができる電子新聞について、
認知度と利用意向を聞いた。
　電子新聞を「現在、利用している」人は2.0％、
「現在利用していないが、利用してみたい」が
21.4％となっており、５人に１人が利用してみ
たいと思っていることが分かった。昨年度調査
では「知らない」が60.8％であったが、今年度
調査では35.4％に減少し、電子新聞の周知度は
１年間で大幅に向上した。年代別に見ると、電
子新聞の利用意向は40代以下で高く、40代の
29.6％、30代の26.7％、20代の29.4％、18 ～
19歳の36.0％が「現在利用していないが、利用
してみたい」と回答している。（図表19）
　また、電子新聞の魅力も聞いたところ、「過去
記事の検索ができる」が47.1％で最も多く挙げら
れており、次いで「重要なニュースが随時更新さ

れて配信される」が39.8％、「読みたいテーマを
あらかじめ指定できる」が28.4％となっている。
電子新聞の読者のニーズに合わせて情報を選別
できる点が評価されているようだ。（図表20）
　中身が濃い新聞記事をインターネットで便利
に閲覧できる電子新聞は、新聞の新しい形態と
してますますの発展が期待される。

調査の概要
●調査地域
　全国
●調査対象
　18歳以上男女個人（5,000人）
●サンプリング法
　住民基本台帳からの層化二段無作為抽出法
●調査方法
　専門調査員による訪問留置法
●実査時期
　2010年10月29日から11月17日
●調査委託機関
　社団法人　中央調査社

●回収サンプルの構成
　回収数　3,459（69.2％）
　＜性別＞

総　数 男　性 女　性
3,459 1,634 1,825
100.0% 47.2% 52.8%

＜年代別＞
総　数 18～ 19歳 20代 30代
3,459 75 357 540
100.0% 2.2% 10.3% 15.6%
40 代 50代 60代 70代以上
584 624 674 605
16.9% 18.0% 19.5% 17.5%

図表19　電子新聞を利用したいか（性・年代別）（n=3,459）

図表20　電子新聞の魅力（n=3,459、複数回答）
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0.7 

21.4 

24.5 

18.5 

36.0 

29.4 

26.7 

29.6 

24.2 

14.2 

7.1 

40.9 
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－
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－
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47.1
(52.4)

39.8
(39.1)
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(30.7)

27.3
(29.4)

27.2
(31.5)

25.6
(25.7)

6.2
(4.8)

22.5
(22.3)

5.6
(4.5)

(%)

過去記事の検索ができる

重要なニュースが
随時更新されて配信される
読みたいテーマを
あらかじめ指定できる
読むときに文字や写真の
大きさを変えられる
紙の新聞の配達よりも
早い時間帯に読める

紙の新聞よりも購読料が安い

その他

魅力を感じるものはない

無回答 注：（　）内は昨年度
     調査の数値 
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3月の時事世論調査
　3月の時事世論調査の結果が
まとまった。菅内閣の支持率は
前月比1.1ポイント増の18.9％、
不支持率は同0.8ポイント減の
62.9％となった。支持率は政権
維持の危険ラインとされる3割
を、大きく割り込む状況が続い
ている。支持率下落の背景には、
民主党の小沢一郎元代表に近い
同党議員16人が会派離脱を表明
し、11年度予算案の衆院採決を
欠席した。前原誠司前外相が調
査期間中の６日に日本在住の韓
国人から政治献金を受け辞任し
たことなどが響いたとみられる。
　調査は全国20歳以上の男女
2,000人を対象に、個別面接聴取
法で3月4日から7日に実施。有効
回収（率）は1,341（67.1％）だった。

　この時期の動きを見ると、国内
では、内閣府が発表した10年全
体の名目国内総生産（GDP）は前
年比1.8％増の479兆円で、３年
ぶりにプラスとなった。ドルに換
算すると5兆4742億ドルで、中国
の5兆8786億ドルを下回り、42
年間守り続けた世界第２位の経済
大国の座を明け渡した（2月14日）。
　民主党の小沢一郎元代表に近
い同党の比例選出衆院議員16人
が、岡田幹事長宛てに、衆院の
同党会派からの離脱願を提出し
た（同17日）。
　南極海で実施中の調査捕鯨に
ついて、鹿野農林水産相は反捕
鯨団体「シー・シェパード」の妨
害活動で捕鯨が不可能になり、
３月半ばまでの予定を切り上げ
て船団を帰国させるとした（同
18日）。

　2月15日に始まったリビアの
反政府デモは、首都トリポリに
波及。カダフィ大佐側は、無差
別に発砲するなど武力弾圧を行
い、徹底抗戦を訴えた（同25日）。
　中国の全国人民代表大会（全人
代）が開幕し、温家宝首相は政府
活動報告で、インフレ抑制が今
年の最優先事項との見解を示し
た（3月5日）。

　政党支持率は、民主党が前月
比0.6ポイント増の12.5％。自民
党は0.1ポイント増の15.0％で、
両党とも微増にとどまり自民党
が5ヵ月連続で民主党を上回っ
たものの、差は2.5ポイントに縮
まった。支持政党なしは1.1ポイ
ント減の64.3％。

　国民の景気感は、「良くなっ
た」は前月より1.4ポイント減の
5.3％。「悪くなった」は9.4ポイン
ト増の40.5％。この結果、時事
世論景気指数は91となり、前月
より悪化した。

　昨年の今頃と比べて暮らし向
きは、「楽になった」は2.7％（前
月2.4％）、「苦しくなった」は
31.7％（同31.3％）と、ともに前
月より微増にとどまった。

　民主党は常任幹事会を開き、
政治資金規正法違反で強制起訴
された小沢一郎元代表に対し、
裁判の判決確定まで党員資格を
停止する処分を正式決定した（同
22日）。
　10年10月に実施した国勢調査
の速報値が公表され、外国人を
含む日本の総人口は１億2805万
6026人で、05年の前回調査（簡
易調査）より28万8032人（0.2％）
増えた。前回からの総人口の増
加率は７回連続の低下で、1920
年の国勢調査開始以来最低を記
録した（同25日）。
　総務省が発表した１月の全国
消費者物価指数（05年＝100）は、
値動きの大きい生鮮食品を除く
総合指数が99.0となり、前年同
月より0.2％下落した。09年３月
以来23ヵ月連続のマイナスとな
り、デフレが長期化している（同
25日）。
　総務省が発表した１月の完全
失業率（季節調整値）は4.9％で、
前月と同じだった。厚生労働省
が同日発表した１月の有効求人
倍率（同）は、前月より0.03ポイ
ント高い0.61倍となり、9ヵ月連
続で改善した（3月1日）。
　京都大など４大学の入試問題
がネット掲示板に正解を求める
書き込みとともに投稿された事
件で、京都府警は仙台市在住の
男子予備校生を京大入試に関す
る偽計業務妨害容疑で逮捕した
（同3日）。
　前原誠司外相は、在日韓国人
からの政治献金受領問題の責任
を取って辞任した。菅内閣の閣
僚辞任は、柳田稔元法相らに次
いで３人目となる（同6日）。

　国外では、2月22日、ニュー
ジーランドの最大都市クライスト
チャーチ付近を震源とするマグ
ニチュード（Ｍ）6.3の強い地震が
あり、現地の語学学校で被災し
た富山外国語専門学校の学生ら
日本人28人の安否が不明（2月
28日）。

◇  告　知　板

時事世論景気指数

2004年 05年 06年 07年 08年 09年 10年
131.4 131.1 143.7 117.2 42.0 61.0 96.8
10年（３月）（４月）（５月）（６月）（７月）（8月）（9月）

92 109 105 111 109 111 92
（10月）（11月）（12月）11年（１月）（２月）（３月）
86 94 97 115 109 91
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